
　1月25日(木)、恒例の「百人一首かるた大会」が開催されました。
体育館に太鼓の音が響くと読み手の声に耳をすます静寂感、一瞬で
勝負がつく緊張の中、たくさんの歓声が上がりました。
　4年ぶりに大雪が降り、外は真っ白でしたが、寒さを忘れさせる
ほど盛り上がりました。

　　

　休憩をはさみ後半戦は緊張もほぐれ、真剣な表情で身を乗り出し札を取り合う姿が見られ
昨年に続き一番の盛り上がりは『ちはやふる～』でした。今年は一年生の作品『私の百人一首』が
体育館の入口に掲示され、雰囲気を一層盛り上げました。読み手も個性が溢れていて、とても良い
大会を演出していました。

全員マスク着用とアルコール消毒で
インフルエンザ予防

『ちはやふる～神代も聞かず～
竜田川～　からくれないに～
水くくるとは～』

百人一首かるた大会～中学生

勝負は一瞬！緊張感いっぱいです！

中学１年生の作品 『私の百人一首』
今年は体育館の入り口に展示され、
大会を盛り上げます。

進行・集計作業は文化委員が担当



大会を盛り上げます。


